
AIOWN × フィジカルAI

#A08
#DX・AX（デジタル変革）#AI・光量子基盤#業務効率化

クラウド上の高性能なGPUと大規模AIモデルを活用し高信頼なロボット作業を実現します

労働力不足などを背景にロボットの社会実装が進む中、現実世界の環境変化に柔軟に適応するために人工知能を用いたロボッ
ト技術（フィジカルAI）が注目されています。しかし、現在のVLA技術では高性能なGPUが必要であり、ロボットの高コスト化や消
費電力増大による稼働時間低下が課題となります。本技術はネットワーク経由でGPU資源を提供することにより低コストかつ高
性能なロボット運用を実現します。

技術課題・ゴール

技術ポイント

・AIOWNの構成要素である通信インフラ（All-Photonics Network
（APN））を活用
・AIOWNの構成要素である計算資源（AI Computing Platformなどの
GPUリソース）を活用

・フィジカルAIのロボット制御において、ロボットへのGPU組込前提とした
従来設計と違い、APN活用によりクラウド上の高性能GPUが利用可能
・APNの低遅延性と高性能GPUの利用により、ロボット制御の周期処理
を満足しつつ、より大規模なVLAモデルの選択が可能となる

要素技術 市中技術差異点

交通・運輸

ロボット搭載GPUの性能や消費電力の制約が無いクラウド上の高性能AIを活用して、複数のロボットアームが工場や物流倉庫
内のベルトコンベア上を不規則に流れる多様な形状の商品を高精度かつリアルタイムに仕分けが可能となり、人手による事前の
整流作業が無い24時間連続稼働の無人自動仕分けを実現します。

適用ビジネス/ユースケース

R&Dフェーズ ｜ 開発　　実用化時期 ｜ FY28-

お問い合わせ：バーティーカルソリューションプロジェクト

出展組織
NTT株式会社 テクノロジーイノベーションセンタ

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=101&param03=A08
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